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	№
	ご意見等
	市の考え方
	修正等の有無

	１
	自殺対策のために、諸々の組織を作らなくても、現状の体制の中で対応可能ではないか。後は、自殺対策推進として、企画・実行・成果を把握することが重要だと思う。

	自殺対策を「生きる支援」と捉え、保健、医療、福祉、教育、労働等の関係機関、各分野の関係団体、民間団体との有機的な連携を図り、ご意見のありましたように、現状の体制の中で、それぞれの主体が果たすべき役割を明確化、共有化した上で、総合的な自殺対策を推進してまいりたいと考えます。
	無

	２
	予防、早急な対応の場合に必要なものは何か。対策の指示は、国、専門機関かもしれないが、現状で何が起こっているか的確な状況判断は現場に近いものしかできない。正確な情報を伝える大切な役割があると思う。
	自殺予防の啓発活動とともに、ご意見のありましたように、現状で起こっている地域の自殺の実態を分析・把握し、ライフステージに合わせた支援や関係機関の切れ目ない対応等、地域の特性を踏まえ、戦略的に対策を推進してまいりたいと考えます。
	無

	３
	相談業務は民間機関に協力依頼した方がよいと考える。専門家もよいと思うが、独自に必要と感じた時に対応する方がうまくいくと思う。
	相談業務に関しては、ご意見のありましたように、精神科医や精神保健福祉士等の専門家のいる民間機関の協力を得ながら、相談支援体制の充実に取り組んでまいりたいと考えます。
	無


「いすみ市自殺対策推進計画（素案）」に関するパブリックコメントの実施結果








